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おおがわらまち　農地中間管理事業ニュース
H２９．７．１
■農業委員会の「農業委員」「農地利用最適化推進委員」を紹介します。
	担　当　地　区
	農　業　委　員
	農地利用最適化推進委員

	（会長）
	加藤勇治郎
	52-5503
	
	

	東部１
	半沢　良一
	52-1717
	庄司　貞良
	52-2184

	東部２
	鈴木　恒男
	52-3394
	長山　 務
	53-3755

	西部１
	長谷川博文
	52-2933
	大宮　孝則
	53-3654

	西部２
	長山　清市
	53-3754
	〃
	〃

	西部３
	小野　 実
	52-3293
	髙橋　卓也
	52-1636

	金ケ瀬１
	佐藤　富男
	53-1540
	角田真由美
	52-3885

	金ケ瀬２
	倉繁　貞雄
	52-2138
	〃
	〃

	金ケ瀬３
	跡邊　信吉
	52-2433
	松井　誠子
	52-1924


（任期：H31.12.31まで）
■担い手への集積状況
宮城県内の状況
耕地面積128,500ha 　 担い手への集積面積　70,020ha 　担い手への集積率　54.5％
うち農地中間管理機構の利用面積　5,504ha

※宮城県では、集積目標面積（平成35年）は、116,640ha 集積率 90％ としています。
※担い手への集積面積とは、農業振興地域内の農用地で、
「担い手自己所有面積」＋「借入面積」＋「農作業受託面積」です。

仙南の状況
	
	耕地面積
ha
	担い手への集積
面積　　　　ha
	集積率
　　 　％
	うち農地中間管理機構の利用面積　　　ha

	白石市
	3,550
	563
	17
	4

	角田市
	4,720
	1,956
	42
	284

	蔵王町
	2,400
	667
	28
	15

	七ヶ宿町
	592
	219
	41
	12

	大河原町
	611
	265
	44
	11

	村田町
	1,650
	299
	18
	29

	柴田町
	1,020
	339
	34
	63

	川崎町
	1,990
	536
	27
	26

	丸森町
	3,230
	648
	20
	136



　　大河原町の農地中間管理事業の借り受け希望面積は
経営体数　１２　　借り受け希望面積 １２２ｈａ　となっています。


◆農地中間管理機構を利用すると、「経営転換協力金」や「耕作者集積協力金」が交付されます。（条件あり）

◆農地中間管理機構に農地を貸し付けた場合に、課税の軽減措置があり、貸し付けの年数によって、固定資産税が３年間又は５年間軽減されます。（条件あり）



　『貸したい農地』が足りていません。
特に、担い手が耕作している隣の農地を、この機会に
ぜひ、担い手へお貸しください。





■農地中間管理事業の説明会

農地中間管理事業の活用を中心とした農地利用集積を着実に推進するため、実施状況、事業推進方針、農業委員会の役割、耕作放棄地対策、機構集積協力金等についての説明を行います。
日時　第１回　平成２９年７月１８日（火）午後６時３０分より
第２回　平成２９年７月１９日（水）午後６時３０分より
　　　　　　　　※どちらも同じ内容ですので、都合の良い方に出席ください。　

場所　大河原町役場　大会議室（３階）







大河原町　農政課・農業委員会
